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合同視察研　修レポート

視察日　平成30年５月22日（火）～24日（木）参加委員９名
視察先　フィリピン共和国マニラ市、バコール市

友好交流都市協定調印
　桜川市とフィリピン共和国バコール市の間で、
友好交流都市協定の調印式が執り行われました。
　バコール市役所に着くと、マーチングバンド・
カラーガード隊の演奏と踊りにより、盛大な歓迎
式が催され、調印式には、桜川市から大塚市長ほ
か桜川市議会議員９名が出席、バコール市からは
ラニ・メルカド・リベラ市長ほかバコール市議会
議員12名と、在フィリピン日本大使館から、桑
原敦公使兼総領事ほか２名が出席し、大塚市長と
ラニ・メルカド市長が協定書に調印をしました。
　今回の友好交流都市協定調印をもとに、いろい
ろな分野で交流を図りたいと考え、現在の小学校
同士のスカイプによる英語事業の交流のほか、ど
のような交流ができるか、意見交換をしました。
　今後は、留学生や労働者・文化・スポーツなど
さまざまな分野において交流ができるよう協議・
検討を重ねていくことを確認しました。

ＩＣＴ技術を活用した英会話交流事
業
　昨年度から、岩瀬小学校とバコール市のバヤ
ナン小学校の間で、ＩＣＴ技術を活用した英会
話交流事業を実施しています。本年度も引き続
き、バコール市内の学校との交流が計画されて

いることから、バコール市庁舎に近いマンボッ
ク小学校を視察しました。
　今回、友好交流都市協定が締結されたバコー
ル市には、27の公立小学校があり、視察したマ
ンボック小学校は1974年に設立された小学校
で、バコール市庁舎が位置する地域にあり、１
学年当たり254人から450人、合計1948名も
の児童が通う小学校です。
　本年度からは、ＩＣＴ技術を活用した英会話
交流事業を、各小中学校に広く展開することに
より、将来を担う子どもたちが外国語学習への
関心と意欲を高められるものと思います。

人材派遣事業について
　マニラ市内のYWA（人材派遣会社）では、労
働人材の確保にかかる研修を行いました。YWA
は、1994年に設立されたマニラ市内の人材派
遣会社で、2014年からは日本の「技能実習制度」
による派遣事業を着手し、日本での労働を希望
する技能実習生に必要な日本語教育や技能実習
などを総合的、かつ効率的に行い、現在は多く
の技能実習生を日本に派遣しているとのことで
した。
　日本語学校の古橋校長の説明によると、フィ
リピンの人口動態はピラミット型で若年労働者
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があふれ、特に日本に仕事を求める若者が増え
ているとのことで、両国の利害関係をマッチさ
せることにより、よりよい発展が期待できるも
のと思います。
　今後、バコール市の労働者を受け入れるため
の研修機関としての活用が期待されますので、
市内関係機関と連携し、積極的な推進を要望し
ました。

農産物や特産品、地場産業製品の輸
出入について
　桜川市の特産物である米、小玉スイカ、柚子

の加工品や地場産業である石材加工品の輸入や
需要等について、意見交換を行いました。
　農作物等については、現在、日本とフィリピ
ン共和国との間で検疫に関する協定がないこと
から輸出入は困難な状況ですが、今後、検討を
進めることで意見が一致しました。
　また、墓石等の需要は少ないようですが、モ
ニュメントなどの石材加工品については設置で
きる可能性が高いので、今後、協議検討の推進
を要望しました。
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